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臨床研究に関する情報公開 

 

 

当院では、以下の臨床研究を実施しております。この研究は、患者さんの診療情報を用いて

行います。このような研究は、「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」

（令和 3年 文部科学省・厚生労働省・経済産業省 告示）の規定により、研究内容の情報を

公開することが必要とされております。 

この研究に関するお問い合わせなどがありましたら、以下の問い合わせ先へご照会くださ

い。また、診療情報が本研究にて用いられることについてご了承いただけない場合は、研究

対象から除外いたしますので、以下の問い合わせ先までお申し出ください。なお、その場合

でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

※個人情報の取り扱いにつきましては、下記の《個人情報の取り扱い》をご確認ください。 

 

 

 

【研究課題名】 

高度肥満患者に対する減量アプローチ手法の検討 

 

【研究責任者】 

栄養部 坂本 詠美 

 

【研究の目的】 

食の欧米化に伴い、本邦でも医療的な治療介入を必要とする高度肥満症の増加が問題とな

っています。本研究は、通院患者さんの様々なデータを比較・分析することにより、適切な

減量のための栄養指導手法を再検討し、より的確なアプローチ方法の構築を目的としてい

ます。 

 

【研究対象】 

2021 年 1 月 1 日から 2024 年 9 月 30 日までの間に、6 か月以上継続して生活習慣病外来

（旧名称：肥満外来）に通院されていた方 

 

 



【研究に用いる診療情報】 

カルテ情報：年齢、性別、基礎疾患、採血データ、身長、体重（BMI・体脂肪率・骨格筋量 

等の体組成データ）、通院期間、通院頻度、服薬内容、リハビリ介入の有無 

 

【研究実施期間】 

機関長承認日から 2025年 5月 31日まで 

 

【研究組織】 

斗南病院 栄養部 

 

【研究資金及び利益相反について】 

研究における利益相反とは、研究結果が歪められる恐れのある利益が発生している状態を

いいます。 

本研究には研究資金はありません。また、本研究の研究者の利益相反については、当院の臨

床研究利益相反委員会で審査され、適切に管理されています。 

 

 

《個人情報の取り扱い》 

研究に利用する情報には個人情報が含まれますが、院外に提出する場合には、氏名など個人

を直ちに判別できる情報は削除されます。研究に用いられた個人情報は、研究責任者が責任

をもって適切に管理いたします。研究成果は学会や学術雑誌などで発表されることがあり

ますが、その際も個人を特定できるような情報は利用しません。 

 

 

【問い合わせ先】 

国家公務員共済組合連合会 斗南病院 

栄養部 坂本 詠美 

電話：011（231）2121 

 


